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筑摩書房『精選現代文Ｂ　改訂版』［現Ｂ337］年間指導計画

	科　目
	単位数
	指導学年
	使用教科書・副教材等

	現代文Ｂ
	４単位
	○○科○学年○学級
	筑摩書房『現Ｂ337　精選現代文Ｂ　改訂版』
準拠ノート『精選現代文Ｂ　改訂版　課題ノート』

（「課題ノート」の扱いについては省略）


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１．近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。

２．近代以降の様々な文章を読むことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。

３．進んで表現し読書することによって国語の向上を図り、人生を豊かにする態度を育てる。


２　評価の観点および内容

	評価の観点
	評　　価　　の　　内　　容
	略号

	関心・意欲・態度
	国語で理解し表現する力を進んで高めるとともに、国語を尊重してその向上を図ろうとしている。
	関

	話す・聞く能力
	目的や場に応じて効果的に話したり的確に聞き取ったりして、自分の考えを深め、発展させている。
	話

	書く能力
	必要な情報を用い、相手や目的、課題に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えを深め、発展させている。
	書

	読む能力
	近代以降の文章を的確に読み取ったり、目的に応じて幅広く読んだりして、自分の考えを深め、発展させている。
	読

	知識・理解
	言語文化及び言葉の特徴やきまりなどについての理解を深め、知識を身に付けている。
	知


３　学習計画及び評価方法等（現Ｂ337）【一部　２年次】
	２年次／月
	一部／単元名
	単元の目標
	学習内容（教材）
	配当時間
	学習活動
	評価基準・評価方法
	学期・考査範囲

	
	
	
	
	
	
	関＝関心・意欲・態度　　話＝話す・聞く能力　　書＝書く能力
読＝読む能力　　　　　　知＝知識・理解
	

	４
	一部　評論一
	接続語・指示語などに注目しながら丁寧に文脈を追い、対比・類似（言い換え）・具体と抽象・比喩の関係を捉えて、論の構造をつかむ。メディア論・認識論・科学技術論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　情報の彫刻
	１
	①「電子メディア」「書籍（紙媒体）」それぞれの特色と役割について考える。
②高度情報化社会を生きる人間にとって情報とは何かを考える。
	関　現代のさまざまなメディアに関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「電子メディア」と「書籍」（紙媒体）が「並列」に存在できるかどうかにについて積極的に話し合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　「紙という素材」の役割が時代によってどのように変化したかを整理することができるか。〈ノートへの記入〉

読　全文を三つの段落に分け、それぞれの段落の内容をまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉／「書籍は『情報の彫刻』である」という表現が意味することについて理解しているか。〈定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味・用法を理解し、表現上の特色をとらえているか。〈プリント・小テスト〉
	２年　１学期　中間考査

	
	
	
	２　見る
	２
	①筆者の指摘する「目の文化」と、「言葉の文化」の概念の対比を、ふまえて現代社会を考察する。
②筆者の言う「見る」とはどのようなことか、考える。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　朗読を通して、文章の展開や要旨は的確にとらえられているか。〈発問・授業時の反応〉
書　筆者が考える「見る」という行為について、二百字以内でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉
読　「われわれは言葉の、観念の、頭の生きものなのだ」とはどのようなことか、理解しているか。〈発問・定期考査〉／情報量の増大が、現代人のものごとのとらえ方にどう影響しているか、筆者の考えに即して説明できるか。〈発問・定期考査〉／「存在を見失っている」とはどのようなことか、理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味・用法を理解し、表現上の特色をとらえているか。〈プリント・小テスト〉
	

	
	
	
	３　思考バイアス
	２
	①私たちの理性のはたらきに知らないうちに入り込んできている「バイアス」について理解する。

②「バイアス」から逃れる方法について考察する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論理を押さえながら朗読したり、文章の展開や要旨をとらえたりできるか。〈発問・授業時の反応〉／非合理的な「エセ科学」「トンデモ科学」などについて、その成立のメカニズムや影響を調べて発表することができるか。〈グループ学習〉
書　本文の要旨を二百字以内でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉

読　「その解釈には多くのバイアスがかかる」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・授業時の反応〉／「諺」と「迷信」の違いについて理解しているか。〈発問・授業時の反応〉／「『空想から科学へ』の手続きを経た推論」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味・用法を理解し、表現上の特色をとらえているか。〈プリント・小テスト〉／「帰納」「演繹」ということばについて理解しているか〈プリント・発問〉
	

	５
	一部　小説一
	文学的な文章にあらわれた、人物の喜びや悲しみなどの心情をリアルにとらえ、優れた描写を味わうことを通して、ものの見方・感じ方を広げる手助けにする。
	　　山月記
	５
	①小説を読み、自分なりの印象をまとめて表現してみる。

②李徴の話を部分に分けて読み、「変身」をめぐる彼の考えや心情を的確に理解し、まとめる。

③班に分かれて話し合い学習を行い、その中で「登場人物」「場面」「印象的な部分やことば」に分けて、読みを深める。

④『人虎伝』を初めとする古今の変身譚を併せ読むことで作品への理解を深める。
	関　日本の近代小説や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／『山月記』のテーマや登場人物の心情について積極的に話し合い、それらをまとめて発表することができたか。〈授業時の活動〉
書　李徴の人物像についてまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／李徴が虎になった理由として李徴が考えたことを順を追ってまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／李徴の詩について袁慘が「どこか欠けるところがあるのではないか」と感じた理由を、詩を手がかりにして考え、二百字程度でまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／様々な変身譚（『変身』カフカなど）と併せ読むことで『山月記』という作品の特徴をまとめることができるか。〈プリント〉

読　「臆病な自尊心と、尊大な羞恥心」という表現を用いた理由について理解しているか〈発問・定期考査〉／「人間は誰でも猛獣使いであり、その猛獣にあたるのが、各人の性情だ」という表現の内容について理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／難解な語句の意味を文脈に即して理解し、漢文訓読調の文体の特徴をとらえ味わうことができるか。〈発問・課題提出〉／中島敦とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	

	６
	一部　評論二
	人間の思考のあり方に着目した文章を読んで思考そのものの特質を知り、独善に陥らず自分の考えを磨く方法を身につける。芸術論・科学論・言語論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　実体の美と状況の美
	２
	①日本人と西欧世界の美意識の相違について理解する。
②「実体の美」と「状況の美」の対比をとらえて考察する。
③「状況の美」と自然をいとしむ心との結びつきを理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　筆者の論旨をふまえて日本の芸術と西欧の芸術の具体例を挙げ、その違いや特徴を話し合うことができるか。〈発問・授業時の反応〉
書　本文の要旨を二百字程度でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉
読　古代ギリシャの美学の特徴をまとめることができるか。〈発問・定期考査〉／「状況の美」を愛するとはどのようなことか、理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／「カノン」「名所絵」について理解しているか〈ノートへの記入・プリント〉
	２年　１学期　期末考査

	
	
	
	２　ラップトップ抱えた「石器人」
	２
	①発達した現代の科学技術が生むリスクに着目して、ついて考える。

②巨大化・細分化した科学技術とどのようにつきあうべきなのかについて考える。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人間の犯しやすい「誤謬」について積極的に話し合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　筆者が現代の技術に関わる事故をどのように考えているかまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「リスクの認識に問題がある」とは、どのような問題か理解しているか。〈発問・定期考査〉／「ギャンブラーの誤謬」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「私たちはラップトップを抱えた石器人」であるとはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味・用法を理解し、表現上の特色をとらえているか。〈プリント・小テスト〉
	

	
	
	
	３　アイオワの玉葱
	２
	①言葉に対する考察を通して、他者理解のあり方について考える。

②現代のグローバル化した社会における異文化理解・人間のあり方について考える。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　川端康成の『雪国』の冒頭について、原文と英訳の印象の違いについて積極的に話し合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　アイオワの体験から筆者がことばについてどのようなことを考えたかまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「言葉というものがわたしたちの現実にかかわるかかわり方である」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「言葉のもつ本質的な力」とはどのような力か理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味・用法を理解し、表現上の特色をとらえているか。〈プリント・小テスト〉
	

	
	一部　小説二
	かたや本質は「ストーリーテラー」と言われる文章家で知られた作家、かたや軽やかな文体で定評ある現代の人気女性作家の優れた小説を通して、人間や社会について考えさせるとともに、読書に親しむ態度を養う。
	１　水かまきり
	３
	①場面や情景をとらえ、表現の工夫を学ぶ。
②既習の小説との文体の違いを、時代や作品の内容と関連させて考察する。
	関　現代の文学や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／作者の小説の文体の特徴について積極的に合うことができるか。〈授業時の活動〉

書　ケン坊の人物像についてまとめることができるか。〈ノートへの記入〉
読　ケン坊は「わたし」にとってどのような存在か理解しているか。〈発問〉／「水かまきり」はこの小説にとってどのような意味を持っているか理解しているか。〈発問〉
知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉
	

	７
	
	
	２　水仙
	４
	①太宰治について、その文体の特色や、文学史的知識を学ぶ。
②場面ごとに分け、それぞれの場面の内容をまとめる。
③作者の「芸術」に対する考え方を理解させる。
④特別な「天才」の苦悩としてではなく、「各人の本分」という学習者自身の問題として作品を読み解かせる。
	関　太宰治や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／作者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉
話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／作者の他の作品を読み、その感想を積極的に話し合うことができるか。〈授業時の活動〉

書　場面ごとに小見出しをつけることができるか。〈ノートへの記入〉。
読　「ひねこびた自尊心」とはどのようなものか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「僕」が「信じている一事」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／静子夫人の絵を「僕」が引き裂いたのはなぜか理解しているか。〈発問・授業時の活動〉／作者にとって芸術とはどのようなことか、読み取ることができたか。〈発問・授業時の活動〉／「天才の煩悶と、深い祈り」「自分の才能・本分とは何か」という普遍的な問いとして受け止め、自身や身近な人々を例に考えることができるか。〈発問・授業時の活動〉
知　太宰治とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	

	
	一部　評論三
	筆者の考えを、例示を踏まえ、論理を追って読解し、現代社会で筆者の考えはどのように受け止められるかを考えるとともに、筆者の考えと自分自身の考えとの相違を考える。生物学・物語論・文学論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　生物の作る環境
	２
	①「オーソドックスな環境の定義」と、ユクスキュルによる「環世界」論との違いを理解する。
②「環世界」論によって、私たちの「世界」の捉え方がどのように広がるか、考える。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　論理を押さえながら朗読したり、文章の展開や要旨をとらえたりできるか。〈発問・授業時の反応〉／筆者やユクスキュルの著書を読み、生物と環境との関係について積極的に発表できるか。〈グループ学習〉

書　本文の要旨を二百字以内でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉
読　動物にとって環境とは実際にはどのようなものか、「かつての自然科学的」な環境の定義との違いをふまえて理解しているか。〈発問・授業時の反応〉／「このみすぼらしさこそ、ダニの行動の確実さを約束する」とはどのようなことか、理解しているか。〈発問・定期考査〉／動物にとって「意味のある世界」は「客観的なものではない」とはどのようなことか、理解しているか。〈発問・授業時の反応〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉／「客観」ということばについて理解しているか。〈プリント・発問〉
	

	
	
	
	２　物語るという欲望
	２
	①文学作品の「解釈」について考える。

②「物語」とはどのようなものか考える。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　本文の論旨に沿って小説という表現の特色について積極的に話し合うことができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　本文の三つの段落に小見出しをつけることができるか。〈ノート・プリント〉／「モジューヒンの実験」で明らかになったことをまとめることができるか。〈ノート・プリント〉

読　「映画は批評家や観客の主体的な『読み込み』をもその構成要素として存在している」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「物語発生装置」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「『何もないところには、何もない』という事実から物語は起動します」とはどのようなことか、説明できるか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉
	

	
	
	
	３　文学の仕事
	２
	①文学の必要性について理解する。

②文学の力について理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨は的確にとらえられているか。〈発問・授業時の反応〉
書　「文学の力」について、自分の考えを二百字程度でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉

読　「科学技術がいくら発達しても、その目的は社会にとっても個人にとっても決まってこない」理由を理解しているか。〈発問・定期考査〉／「アンゲロプロスの話」「孔子の牛の話」「『巨匠』の話」が具体的に示しているところを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉
	

	９
	一部　随想
	随想の柔軟な思考や文章表現の自由闊達さを味わうと共に、筆者の取り上げる話題を通して筆者の思いを受容し、糧とする。
	１　芝
	２
	①「詩」についての筆者の考え方を理解する。
②引用された詩や筆者の体験をもとに、筆者の考える「人の生」とはどのようなものか、思索する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　筆者や八木重吉の詩を読み、その主題を積極的に話し合うことができるか。〈発問・授業時の反応〉
書　筆者のように、体験したことをテーマに随想を書き、積極的に発表できるか。〈ノート・プリント〉
読　本文を四段落に分け、それぞれの段落に見出しをつけることができるか。〈発問・授業時の活動〉／「人の生」についての筆者の考えに気づかせ、四つの段落のなかでそれがどのように語られ、どのような繋がりをもつか、考えられるか。〈発問・授業時の反応〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉
	

	
	
	
	２　空と風と星と詩
	３
	①ユンドンジュという詩人の作品と人間像を、地理的・歴史的な背景とともに理解する。
②筆者が示す詩人への共感と理解のあり方から、他者理解・歴史認識について考察を深める。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　ユンドンジュの詩について自分の意見を発表することができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　「人間の質」について自分の考えを四百字程度でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉

読　ユンドンジュの詩が、それぞれどのような内容を詠んだものか理解しているか。〈発問・授業時の反応〉／筆者の考える「人間の質」とはどのようなものか理解しているか。〈発問・プリント〉／筆者はユンドンジュ兄弟についてどのように考えているか理解しているか。〈発問・プリント〉

知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉／日本と韓国の関係について理解しているか。〈発問・発表〉
	

	
	
	
	
	
	
	
	２年　２学期　中間考査

	
	一部　評論四
	具体から抽象へ論の展開、その飛躍の仕方を理解し、事実をそのまま受け入れるのではなく、そこに隠された意味を探り日常を異化する考え方を学ぶ。歴史論・文化人類学・現代社会論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　異時代人の目
	２
	①西洋美術史家である筆者の「歴史学」に対する真摯な考えを理解する。
②「歴史学」とはどのような学問か考える。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨は的確にとらえられているか。〈発問・授業時の反応〉
書　筆者の考える「歴史学」とはどのようなものかまとめることができるか。〈ノート・プリント〉

読　十六世紀と二十世紀はどのような「聴きの時代」であったか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「歴史の書き直し」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／十六世紀に学問や芸術分野で起こったことを理解しているか〈ノートへの記入・プリント〉
	

	
	
	
	２　ファンタジー・ワールドの誕生
	３
	①論理の展開をたどり、写真撮影や買い物、あるいは観光旅行といった、今日あたりまえに行われている行為の持つ意味を考える。
②今日の文化・文明のあり方、あるいは異文化との関わり方について、批判的かつ具体的に考察する姿勢を養う。
③現代の諸問題を考える上でのキーワードとなる批評用語を学ぶ。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨は的確にとらえられているか。〈発問・授業時の反応〉
書　本文の要旨を二百字程度でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉

読　「写真撮影」「買い物」はどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「未開文化」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／筆者の考える「観光旅行」とはどのようなものか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／ポスト・コロニアリズムについて理解しているか〈ノートへの記入・プリント〉
	

	10
	
	
	３　つながりと秩序
	３
	①携帯電話の性質について理解する。

②学問的な議論の構築の仕方を学ぶ。
③人間の生や文学のあるべき姿についての筆者の考えを理解し、それに対して自分の考えを深めていく姿勢を養う。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／

話　「ケータイ」によって社会が変容したという筆者の主張について具体例を交えて話し合うことができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　本文の三段落にそれぞれ小見出しをつけることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉／本文の要旨を二百字程度でまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉

読　「つながりの社会」「秩序の社会」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・授業時の反応〉／「ケータイ」によって「第三の領域」はどのように変化したか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	11
	一部　小説三
	本格的な文学作品を読むことを通して、作品の成り立ちを含めた立体的な読みを構築する方法を学ぶとともに読書に親しみ、人生についての考えを深め、生涯にわたって国語に関わる態度を養う。
	１　こころ
	７
	①小説の登場人物やストーリーを把握し、場面ごとの描写から人物の心情を読み取る。

②「Ｋ」の告白を聞いた時の「私」の心情を読み取り、次第に「Ｋ」を「魔物」のように意識していく「私」の心の推移を読み取る。

③「精神的に向上心のないものはばかだ」ということばを「Ｋ」に投げつけた「私」の意図を読み取る。

④「Ｋ」の「覚悟」ということばを「私」はどのように解釈し、どのような行動に出たかを読み取る。

⑤「Ｋ」の自殺に直面した「私」の心の動きと良心の呵責を読み取る。

⑥夏目漱石の文学・思想について理解を深める。
	関　夏目漱石や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／『こころ』のテーマや登場人物の心情について積極的に話し合い、それらをまとめて発表することができたか。〈授業時の活動〉
書　「私」と「Ｋ」それぞれの性格をまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／「Ｋ」の自殺の理由と「私」の良心の呵責について自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／夏目漱石が描いた人間の「こころ」について自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「Ｋ」の告白を聞いた時の「私」の心理と、次第に「Ｋ」を「魔物」のように意識していく「私」の心の推移を読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「Ｋ」の「覚悟」ということばを「私」はどのように解釈し、どのような行動に出たかを読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「Ｋ」の自殺に直面した「私」の心の動きを読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／夏目漱石の代表的な作品やその思想について理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	12
	一部　評論五
	論の構造を捉えながら、筆者の主張に迫り、そして、自らの思考と戦わせながら、批判的に受け取り、新たな知の地平を開いていく。身体論・芸術論・科学論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　身体、この遠きもの
	３
	①「身体」と「わたし」の関係を理解する。
②「身体」と「空間」「時間」の関係を理解する。
	関　身体と意識との関係や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
書　本文を二つの段落に分け、各段落の要旨をまとめることができるか。〈ノートへの記入〉
読　「わたし」の「身体」が「よそよそしい異物」として迫ってくる性質を理解しているか。〈発問・定期考査〉／「身体」がいつも「だれかの身体」であるということを理解しているか。〈発問・定期考査〉／「わたし」が「身体を持つ」と「身体である」との違いを理解しているか。〈発問・定期考査〉／「身体」と「空間」「時間」の関係を理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／キーワード「空間」について理解しているか。〈発問・小テスト〉
	２年　２学期　期末考査

	
	
	
	２　絵画の二十世紀
	３
	①「絵画」と「写真」の違いについて考察する。

②「写真」登場以降の「絵画」はどのように変化していったかについてまとめる。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「写真派」「絵画派」に別れて、それぞれの短所・長所について話し合うことができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　「写真」と「絵画」の違いについてまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉／本文の五段落に小見出しをつけることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉／本文の要旨を二百字程度でまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉

読　「写真」の出現がもたらした絵画の変化について理解しているか。〈プリント・授業時の活動〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　科学・技術と生活空間
	３
	①現代社会と技術との関連に理解を深める。
②技術との関わりで変化する人間のあり方について理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨は的確にとらえられているか。〈発問・授業時の反応〉
書　「文明のイデオロギー」が現代社会に与えた影響について自分の考えをまとめることができるか。〈ノート・プリント〉

読　「文明のイデオロギー」「『人間の解放』というイデオロギー」「大衆」は「技術」の観点からどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「技術」が一般の人々の生活や欲望をどのようどのように変化させたか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／「文明」「文化」について理解しているか〈ノートへの記入・プリント〉
	

	１
	一部　詩歌
	韻文を読んで、その表現上の特徴に留意しながら情景や心情をとらえることを学び、韻文を通して自然に親しむ態度や、人生について深く考える態度を養う。
	１　I was born
２　サーカス
３　永訣の朝
	３
	①それぞれの詩について自分なりの印象をまとめ表現してみる。

②それぞれの詩の情景を読み解き、また表現上の特徴や工夫についてまとめてみる。

③気に入った詩人について調べ、その結果をまとめて発表する。
	関　近代詩や、詩人・教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／詩人の他の作品など、積極的に鑑賞する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　詩を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえたり、表現を味わったりすることができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　詩の情景をまとめたり、自分なりの感想をまとめるたりすることができるか。〈ノート・プリント〉

読　三つの詩を読み比べてみることによって、表現技法の違いを指摘し、読解を深めることができるか。〈プリント・発問〉

知　三人の詩人について、それぞれ文学史的背景などを調べ、まとめたり発表したりすることができるか。〈課題提出〉
	２年　３学期期末考査

	
	
	
	４　短歌
	２
	①短歌独特の表現技法について学ぶ。

②それぞれの短歌の情景を読み解き、自らの表現に役立てる。
	関　近代短歌や、歌人・教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／歌人の他の作品など、積極的に鑑賞する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　短歌を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　気に入った短歌を選び、歌の情景や背景を読み解いたり、想像を加えて表現したりすることができるか。〈創作〉

読　短歌を自分の身にひきつけて読むとともに、人間や社会について考えを深めることができるか。〈発問・授業時の反応〉

知　短歌独特の表現技法を理解し、実際の短歌をもとにそれを指摘することができるか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	５　死にたまふ母
	１
	①連作短歌という形式で、筆者がどのようなことを表現しようとしているかを考える。

②それぞれの歌の情景や風景を想像し、表現上の効果について考える。

③連作短歌という形式の作品を鑑賞した体験を通して、表現の活用について考える。
	関　斎藤茂吉や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／斎藤茂吉の他の作品などを積極的に鑑賞する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　連作の短歌作品について、効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　三首連作という形式で連作形式の短歌を自分で作ったり、三人一組になって共同で連作を作ったりすることができるか。〈創作・授業中の活動〉

読　「母」をテーマにした様々な文章を読み比べ、味わうことで、作品への理解を深めることができるか。〈発問・授業中の反応〉

知　斎藤茂吉について調べ、近代短歌の歴史と斎藤茂吉の短歌の位置づけについて学ぶことができるか。〈プリント、調べ学習〉
	

	２
	一部　評論六
	論理的な文章をその論理展開を把握するだけでなく、そこにこめられた筆者の物の見方・考え方を学び、人間や社会について考えを深める。人道思想・政治思想論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　虚ろなまなざし
	３
	①一枚の写真が持つ力を通して、物を見ること・伝えることにまつわる問題について理解を深める。

②メディアの権力性とともに、メディアを批判する側の動機に潜む怖れを分析し、主体性の幻想とその問題について理解する。

③人間・社会のありように対して、批判的にそれを読み解くことを学び、意見や主張を伝え合う方法について考察する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉
書　一つの問題をとりあげた複数のメディアによる報道を比較し、メディアを単に批判するのではなく、それを通して自らを批判的にとらえ直したりメディアを賢く利用したりする方法について報告をまとめることができるか。〈課題提出〉

読　メディア・リテラシーと主体性幻想との関わりについて、既習の教材と関連させて考察することができるか。〈プリント・発問〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／「二項対立」について理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　「である」ことと「する」こと
	４
	①「『である』ことと『する』こと」について、具体例をあげて確認しながら筆者の基本的な考えの枠組みを理解する。

②各章のまとめを通して、筆者の全体的な論理展開を逐い、筆者の主張についての理解を深める。

③身近な生活や日本の社会のありようについて、筆者の意見を参考にまとめ、論理的に考察したりそれを深めたりする。
	関　丸山眞男や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　現代日本が「非近代的」な面を残しながらも「過近代的」であるとはどのようなことか具体例を挙げて話し合うことができるか。〈発問・授業時の反応〉
書　各段落の要旨をまとめることができるか〈プリント・ノートへの記入〉／「『である』こと」と「『する』こと」の意味を整理することができるか〈プリント・ノートへの記入〉

読　福沢諭吉『学問のすすめ』や、夏目漱石『現代日本の開化』などを適宜参考資料として併せ読むことで、日本社会のあり方についての考えを深めることができるか。〈プリント・発問〉

知　筆者の用語を整理し、黒板やノートに書くなどして定義を確認することができるか。〈指名・ノート記入〉
	

	３
	一部　実用の文章
	手紙の書き方・読み方を複数の例を通して学び、手紙という文化のあり方や日本の伝統について知識を広げるとともに、自らの表現に役立てる。
	●手紙
	１
	①相手の違いや、目的の違い・差出人の違いが、どのような表現の違いを生んでいるかを理解する。

②具体的な状況を設定して実際に手紙を書いてみる。
	関　手紙に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　手紙を作成する際のポイントについて、積極的に意見を述べることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　手紙文の基本的な約束事を理解した上で、自らそれを活用し表現することができるか。〈発問・授業時の活動〉

読　手紙の内容や、手紙の決まりに関する説明の要点を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉／様々な手紙文を読み、内容を理解することを通して、知識を得たり考えを深めたりすることができるか。〈発問・授業時の反応〉
知　手紙の形式や、時候の挨拶等について知っているか。〈発問・小テスト〉／手紙文にも様々なスタイルがあり、それぞれのスタイルがどのような内容の違いを生むかを理解しているか。〈発問・授業時の反応〉
	

	
	
	基本的な報告文の書き方を学ぶことで、様々な資料を元に客観的に意見を伝える方法を身につけ、伝え合う力や態度を養う。
	●報告
	１
	①例文の構成を分析し、各段落がどのような目的で書かれているかを理解する。

②「何を伝えたいか」「なぜそれを伝えたいか」などを意識しつつ実際に取材をし、報告をまとめる練習をする。
	関　報告に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　報告文を作成する際のポイントについて、積極的に意見を述べることができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　実際にテーマを決めて取材し、それを文章や発表で報告することができるか。〈創作・課題発表〉

読　様々な報告文を読み、内容を理解することを通して、資料を収集し、図表などを添えて文章化していく過程について考えることができるか。〈発問・授業時の反応〉

知　報告文の文体としてどのような文体が適切か、またそれはなぜかということを、内容と関連づけて考えることができるか。〈発問・授業時の反応〉
	


３　学習計画及び評価方法等（現Ｂ337）【二部　３年次】
	３年次／月
	二部／単元名
	単元の目標
	学習内容（教材）
	配当時間
	学習活動
	評価基準・評価方法
	学期・考査範囲

	
	
	
	
	
	
	関＝関心・意欲・態度　　話＝話す・聞く能力　　書＝書く能力
読＝読む能力　　　　　　知＝知識・理解
	

	４
	二部　評論一
	歴史や文化を扱った本格的な論説文と正面から取り組み、展開を逐うことで考えを深めたり、自然と人間の関わり方について考えたりすることで、深い思考力を養う。近代論・環境論・文化論など幅広い評論文を読む。
	１　近代の成立――遠近法
	３
	①「遠近法」と、「視る主体の誕生」の関係について理解する。
②「視る主体」となった人間の行動や思考について理解する。
③近代の特徴としての「主／客図式」を理解し、近代～現代社会のあり方について視野を広げる。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　朗読を通して、文章の展開や要旨は的確にとらえられているか。〈発問・授業時の反応〉／「遠近法」以前と以後の絵画作品を調べ、その特徴を積極的に話し合うことができるか。〈発問・授業時の反応〉
書　本文の要旨を二百字程度でまとめることができるか。〈ノート・プリント〉
読　「遠近法を貫く合理的な態度」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「主／客図式」とはどのようなことか、理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／「主体」「客体」について理解しているか〈ノートへの記入・プリント〉
	３年　１学期中間考査

	
	
	
	２　「自然を守る」ということ
	２
	①「人間」と「自然」の関係について考察する。
②「自然保護」はどのような背景に基づいた思想であるか理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　自然保護が必要とされる例を調べて、発表することができるか。〈授業時の活動・課題発表〉

書　本文を三段落に分けて小見出しをつけることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉／本文の要旨を二百字程度でまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉／自然と人眼の関係について、自分の考えをまとめることができるか。〈プリント〉

読　「人間と自然の二項対立」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「内なる自然」「外なる自然」について理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　日本文化私観
	３
	①筆者によって定義される「日本文化」の内容を文脈に即して理解する。

②筆者のあげる具体例についての筆者の考えを理解し、それに対して自分の考えを深めていく。
	関　坂口安吾や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／筆者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉
書　筆者の「美」に対する考えを踏まえて自身の「美」に対する考えを四百字程度で書くことができるか。〈ノートへの記入・プリント〉

読　「小菅刑務所」「ドライアイスの工場」「駆逐艦」と「法隆寺」「金閣寺」はどのように違うか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「我が民族の光輝ある文化や伝統」が「滅びない」と筆者が述べている根拠は何か理解しているか。〈発問・授業時の反応〉

知　比喩・逆説的な言い回しなど、表現上の特色を読み味わい、自らの表現に役立てることができるか。〈ノート・授業時の活動〉／坂口安吾とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	

	５
	二部　小説一
	近代文学の始まりに位置する作品を読むことを通して、近代という時代と人間の格闘の歴史や状況について考え、現代と引き比べることで人間・社会に対するものの見方・考え方を新たにする。
	１　舞姫
	７
	①本文を黙読し、また音読し、語句の意味を確認するとともに、文体や表現上の特徴を理解する。

②『舞姫』という作品全体を通して、近代という時代や、人間の生き方について知識を広げ、考えを深める。

③視点・立場、またプロットを変えたとき、物語全体がどう変化するかを考察し、自らの表現に役立てる。
	関　森鷗外や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／作者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／視点や立場を変えて『舞姫』の物語や場面を簡単にリライトしてみたり、それを相互に発表し合って感想を述べ合ったりすることができるか。〈課題発表・授業時の反応〉

書　『舞姫』に関する論考（前田愛『ベルリン1888――「舞姫」』（『都市空間の中の文学』）」など）を参考に、近代という時代や人間の生き方について知識を深め、自らに引き寄せて考察しまとめることができるか。〈プリント・発問〉

読　作品を通読して全体を味わうとともに、個々の情景を的確にとらえ、表現を味わうことができているか。〈発問・授業時の反応〉

知　難解な語句にとらわれすぎることなく、文体のリズムを掴み、文語体の表現に親しむことができるか。〈授業時の反応・プリント〉／森鷗外とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	

	６
	二部　評論二
	様々な内容を取り扱った文章を読んで、複数のものの見方・考え方を総合して深め、発展させる方法を学び、また自分自身でも一つの論を作り上げていくことを学んで、豊かな人生を築く態度を養う。言語論・アイデンティティ論・文化人類学など幅広い分野の評論文を読む。
	１　ことばへの問い
	３
	①哲学的思考が生硬な翻訳語で語られてきたことの弊害について理解する。

②文章の論理展開を確認することで、哲学的思考を超えた筆者の問題意識に気づく。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　自分の気持ちを代弁するような詩や歌詞を探して発表することができるか。〈課題発表・授業時の反応〉

書　本文の要旨を百字程度にまとめることができるか。〈ノートへの記入・プリント〉

読　既習の「言語論」（「アイオワの玉葱」など）と読み比べることで、言語と現実に対する考え方を考察することができるか。〈発問・授業時の反応〉

知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉
	

	
	
	
	
	
	
	
	３年　１学期期末考査

	
	
	
	２　物語としての自己
	３
	①物語の二つの作用について理解する。

②自己語りと「自己の存立」の関係について理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　「支配的な物語」や「自己語りのための語彙」について、身の回りから具体例を挙げ、積極的に発言できるか。〈発問・授業時の活動〉
書　本文の要旨を二百字程度でまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉
読　物語の「現実組織化作用」と「現実制約作用」とはどのようなことか、理解しているか。〈発問・授業時の反応〉／「自分を語ること」と「自己の存立」がどのように関わり合っているか、理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味・用法を理解し、表現上の特色をとらえているか。〈プリント・小テスト〉
	

	
	
	
	３　Not I, not I…
	３
	①筆者の主張を逐いながら、人類学や経済学・哲学など、様々な考え方について学ぶ。

②日常の何気ない行為の中に意味の連関を見出だし、神話や伝説に潜む人間の考えの原型について考察する。

③「かすかに残された『無』の残響」とはどのようなことか、ロレンスのことばを参考に、筆者がこのような語り方で誰に向けて、どのようなメッセージを述べようとしているかを考察する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　筆者の考えを踏まえながら「贈与」の意味について話し合うことができるか〈授業時の活動〉

書　本文を三つの段落に分け、それぞれ小見出しをつけることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉／「『充溢した無』の領域」とはどのようなことか、百字程度でまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉
読　モースの『贈与論』、岩井克人の『貨幣論』や、各国・地方の神話・伝説を併せ読み、人間・社会・自然などについての人間の考え方を学び、読解を深めることができるか。〈プリント・発問〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	７
	二部　随想
	文章の論旨や、考察の展開の過程を的確に把握し、それをもとに自身の考えを深める力を養う。
	１　戦場の凧揚げ
	３
	①筆者の体験や、その中に登場する人々の姿から、筆者の「戦争」「平和」に対する心情を想像する。
②末尾での、「絵を描かなければ」という筆者の決意に込められた願いや思いを理解させる。

	関　筆者や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　「アフガニスタンの泥沼戦争」や「朝鮮戦争」について調べ、その内容を積極的に発表できるか。〈発問・授業時の活動〉
書　この随想を三つの部分に分け、それぞれの内容をまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉／戦争に関して書かれた随想や小説を読み、その内容や感想を六百字程度でまとめることができるか。〈課題提出〉
読　アフガニスタンの丘の少年や「クンちゃんとぼく」がなぜ凧を揚げたのか、想像して考察することができるか。〈発問・定期考査〉／「戦場の凧揚げ」という表題にこめられた意味を理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／
	

	
	
	
	２　チャンピオンの定義
	３
	①筆者が友人や兄をどのように捉えていたか、またそれがどのように変わっていったかを理解する。
②「不思議な懐かしさ」という筆者の感じ方を理解し、言葉と他者理解のあり方について考察を深める。

	関　筆者や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「チャンピオンの定義」という題名がどのようなことを意味しているか話し合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　「不思議な懐かしさ」とはどのような感覚か、百字程度でまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「友人」にとって筆者はどのような存在であったか理解しているか。〈発問・定期考査〉／筆者と「兄」の関係を理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／大江健三郎とその作品に関して理解しているか。〈発問・プリント〉
	

	９
	二部　評論三
	一見して日常的なことばを媒介に深く考えを展開する評論や随筆を読むことを通して、身近な物事やことばの広がりに気づき、豊かな内面を形成する糧とする。美学・古典文学論・文学論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　陰翳礼讃
	３
	①「陰翳」が生み出す文化についての筆者の主張を理解する。

②表現上の特色について、それが筆者の主張をどのように補強しているかを学ぶ。

③テキスト以外の様々な「日本文化論」を探して読み、比較する。
	関　谷崎潤一郎や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／筆者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉

書　内容の要約や、自分なりのまとめを行うことができるか。〈ノート・プリント〉

読　坂口安吾『日本文化私観』や、加藤周一『雑種文化』『日本人とは何か』、山崎正和『日本文化と個人主義』、網野義彦『日本論の視座』など、他の様々な日本文化論と比較し、作品の読みを深めたり、人間や社会・文化について自分なりに考えたりすることができるか。〈プリント・発問〉

知　特に筆者独特の表現と思われる箇所を抜き出し、その意味を確認するとともに、その表現効果について理解することができるか。〈ノート・発問〉／谷崎潤一郎とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	３年　２学期中間考査

	
	
	
	２　無常ということ
	３
	①本文の論理展開を逐い、論理の飛躍や、それがどのように絡み合っていくのか、筆者の自在な語り口に気づく。

②古典によって現代の感覚や考え方を捉え直す筆者の発想を学ぶ。

③近代主義（既習）について復習し、筆者による近代主義批判の要点を「歴史」という概念を中心に整理する。
	関　小林秀雄や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／筆者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉

書　授業時に使用したいくつかの資料について、図書室などで実際に原典にあたり、内容をまとめて報告文を作成したり、紹介したりすることができるか。〈授業時の活動・課題提出・課題発表〉

読　実際に引用された古典や、鷗外の史伝、歴史・哲学や、時間論について書かれた文章、また筆者の別の文章などを併せ読み、ものの見方・考え方を深めることができるか。〈発問・授業時の反応〉

知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉／筆者独特の比喩や対比表現の効果を理解し、読みを深めることができるか。〈プリント・ノート〉／小林秀雄とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	

	
	
	
	３　小説とは何か
	３
	①筆者について調べ、「小説」についての筆者の考えをまとめてみる。

②柳田國男や「遠野物語」について調べ、整理する。
	関　三島由紀夫や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／作者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉
書　三島由紀夫の『金閣寺』を読んで四百字程度の感想をまとめることができるか。〈課題提出〉
読　筆者の述べる「小説」の定義を理解しているか。〈ノートへの記入・プリント〉
知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉／三島由紀夫とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	

	10
	二部　小説二
	人物の心情や情景描写の妙を味わう観賞力を身に付ける。
	１　急須
	３
	①主題と関連する比喩や象徴的な意味について理解する。
②回想形式の文体で語られる作品世界を味わう。
	関　作者や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　芥川龍之介の「秋」を読み、そのストーリーや感想を積極的に発表できるか。〈発問・授業時の活動〉
書　物語の出来事と、登場人物の心理の変化を整理することができるか。〈ノートへの記入〉
読　主人公にとって「急須」を磨く行為はどのような意味を持っているかを理解しているか。〈発問・定期考査〉／お茶屋の主人との出会いが主人公にもたらした変化について理解しているか。〈発問・定期考査〉／「急須」を磨かなくなった理由を理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	11
	二部　評論四
	抽象的な表現や比喩から、筆者の思想や主張を読み取り、人間や社会を読み解くための普遍的な概念を導く論法を学ぶ。哲学論・生命倫理・貨幣論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・・),もの)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),こ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),と)
	３
	①「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・・),もの)」と「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),こ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),と)」の対比を捉え、それにもとづく認識のあり方の相違を理解する。
②「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・・),もの)」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),こ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),と)」という概念と、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・・・),ことば)」の関係を理解し、言語一般の性質に関する理解を深める。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　短歌や俳句・詩を読み、筆者の主張をふまえて、その作品の持つ「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),こ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・),と)の世界」を話し合うことができるか。〈課題発表・授業時の活動〉
書　世界を「もの」として捉える姿勢と、「こと」として捉える姿勢について、それぞれ三百字程度にまとめることができるか。〈課題提出〉
読　本文を三つの段落に分け、それぞれに小見出しをつけることができるか。〈発問・ノートへの記入〉／「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・・・),ことば)はそれ自体一種のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・・),もの)でありながら、その中に生き生きとしたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(・・),こと)を住まわせている」とはどのようなことか、理解しているか。〈発問・プリント〉
知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉／松尾芭蕉の作品やその俳論について理解しているか。〈発問・プリント〉
	３年　２学期　期末考査

	
	
	
	２　死と向き合う
	３
	①死と向き合うことによって生への理解を深めるという筆者の主張を理解する。

②筆者の考える「希望」について考察する。

③インフォームドコンセントについて、なぜそのような考え方が出てきたのか考察する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　筆者の考える「希望」について自分の意見をまとめて発表することができるか。〈発問・課題提出〉

書　本文の要旨を百字程度にまとめることができるか。〈ノートへの記入・プリント〉

読　インフォームドコンセントについて理解しているか。〈プリント・発問〉／「自己の生の肯定」「死を肯定する」とはどのようなことか理解しているか。〈プリント・発問〉

知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉
	

	
	
	
	３　貨幣共同体
	３
	①貨幣と社会との関わりについて理解を深める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②自明と思われる社会の現実のなかに、法則を見出していく社会科学の方法に理解を深める。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　通貨の「危機」について具体例を挙げて話し合うことができるか。〈発問・課題提出〉

書　本文を三段落に分けて、それぞれに小見出しをつけることができるか。〈ノートへの記入・プリント〉

読　「貨幣共同体」について理解しているか。〈プリント・発問〉
知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉
	

	12
	二部　詩歌
	韻文の鑑賞について、単に感性的で受動的な読みに止まることなく、表現上の特徴に留意しながら情景や心情を分析し、自らのことばで積極的に読み解き、表現する力を身につける。
	１　表札
２　夜がやって来る
	２
	①それぞれの詩について工夫して朗読し、情景や印象をまとめてみる。

②それぞれの詩の情景を読み解き、文体や、用字・韻律が、そこでどのような効果を上げているかについてまとめてみる。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／近代以降の詩人について学び、興味を持った詩人の詩集を読み、感想をまとめてみることができるか。〈ノート・課題提出〉

話　詩を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえたり、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　気に入った詩について、様々な観点から自らの感動を可能な限り論理的なことばに置きかえて表現してみることができるか。また、同じ詩を取り上げた他の生徒が見過ごしたその詩の魅力を発見することができるか。〈課題提出〉

読　作品の情景を具体的に自分なりにまとめ直したり、同じ作者の他の詩と読み比べることによって読みを深めたりすることができるか。〈課題提出・授業時の反応・ノート〉

知　二つの詩を読み比べて、文体や、用字・韻律の違いを指摘し、鑑賞を深めることができるか。〈プリント・発問〉
	

	
	
	
	３　俳句
	２
	①季語や切れ字など、俳句独特の表現技法について学ぶ。

②俳人について調べ、併せてそれぞれの句の情景を読み解き、自らの表現に役立てる。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　俳句を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　気に入ったいくつかの句について、様々な観点から自らの感動を可能な限り論理的なことばに置きかえて鑑賞文を書くことができるか。また、同じ句を取り上げた他の生徒が見過ごしたその句の魅力を発見することができるか。〈課題提出〉

読　多くの近代俳句を読み比べ、情景をとらえる作業を通して、自然や人生に対する考えを深めることができるか。〈発問・授業時の反応〉

知　既習の短歌作品と比較することによって、二つのジャンルの性格や表現の違いを理解し、鑑賞を深めることができるか。〈発問・授業時の反応〉
	

	
	二部　小説三
	かたや幻想小説、かたや日本と東アジアの歴史のありようを描く小説という対照的な二編を読み、小説の多様さ、豊かさを学ぶとともに、日本文学と世界文学の交流について関心を深める。
	１　砂の本
	３
	①幻想的で不思議な設定の小説から、語りの技法や小説の魅力を味わう。
②海外文学・翻訳文学に興味関心をもち、国文学と海外文学を比較したり、複数の訳者による同一作品の翻訳を読んだりして、文学への理解を深める。
	関　翻訳文学や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／この小説の設定や魅力について、自分の感想をもち、話し合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　「砂の本」の象徴的な意味を二百字程度にまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉／ボルヘスの他の作品を読んで四百字程度の感想文にまとめることができるか。〈課題提出〉
読　「砂の本」に対する「わたし」の心情の変化をまとめることができるか。〈発問・定期考査〉／なぜ「わたし」は「砂の本」を「怪物」と感じ、自分から遠ざけたのか、考察することができるか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　藤野先生
	３
	①作品の時代状況や社会状況をまとめ、その背景を考えて読み味わう。

②藤野先生の人物像についてまとめ、作者にとって藤野先生がどのような存在だったかを作品に基づいて読み解いてみる。

③「学ぶこと」「書くこと」「誠意を尽くすこと」などについて、自分なりに意見をまとめ、表現してみる。
	関　魯迅や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／作者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　作品を読んで考えたことを基にして、「学ぶこと」「書くこと」「誠意」などのテーマで六百～八百字程度の簡単な随想文を創作してみることができるか。〈課題提出〉
読　魯迅と藤野先生を描いた太宰治の『惜別』を読んで、この作品と比べて理解することができるか。〈プリント〉

知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉／魯迅の置かれた状況について様々な資料を集め、作品の背景を簡単にまとめてみる。〈授業時の活動・プリント〉／魯迅とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
	

	１
	二部　評論五
	人と人の関係における根源的な倫理や、現代と近代とを分かつ本質的な変化について触れた文章を読んで、筆者の問題意識を自分自身のものとして考察を深める。
	１　寛容は自らを守るために不寛容に対して不寛容になるべきか
	３
	①筆者は「敵」に対してどのような態度をとるべきだといっているのか理解する。
②筆者の主張を基に「敵」に対する態度について自分の考えを深めることができるか。
	関　渡辺一夫や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　「寛容が自らを守るために」「不寛容」になった実例を調べ、それがどのような結果をもたらしたかを発表することができるか。〈課題発表〉
書　各段落の要旨をまとめることができるか〈プリント・ノートへの記入〉

読　「寛容は自らを守るために不寛容に対して不寛容たるべきではない」という筆者の主張を理解しているか。〈プリント・発問〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	３年３学期　期末考査

	２
	
	
	２　リスク社会とその希望
	３
	①議論の鍵となる概念を示す語の意味を正確に理解させる。
②「リスク」のもたらす影響、「リスク社会」の特徴を、文脈に即して整理して読み取らせる。
③「リスク社会」に生きる私たちに求められることは何か、本文を踏まえた上で考察を深めさせる。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「リスク社会のリスク」について具体的な例を挙げて発表することができるか。〈課題発表・授業時の反応〉

書　本文の要旨を二百字程度にまとめることができるか。〈プリント・ノートへの記入〉

読　本文を三つの段落に分け、それぞれに小見出しをつけ、要約することができるか。〈発問・ノートへの記入〉／「古代ギリシア以来の倫理の基本」に対し、リスク社会の到来がもたらしたものは何か、二点にまとめることができるか。〈発問・プリント〉

知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉／「リスク」「危険」の違いについて理解しているか。〈発問・プリント〉
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